
（左下からのつづき）税の増税に反対するとともに 

今回の古くなった軽自動車にかかる増税にも、「軽 

自動車はもともと環境にもやさしく庶民の利用が多 

く、長年大事に使用している車に増税し、早く新し 

い車に買い替えろというのは、本末転倒」との理由 

で反対しました。 

また、合併特例債の期限が５年延長されたことに 

伴う、「新市建設計画」の変更が提案され、井之川 

議員は、合併特例債（借金）枠が９０億円残されて 

いることやそれを５年間の歳入計画に取り入れていること、歳出の普

通建設事業費にも計画されていることなどを確認し、「この９０億円

（借金）を５年間で使う事業内容が計画されているのか」と市の計画  

を質しました。総務部長は、「事業計画はない」と答え

ました。井之川議員は、「特例債は有利な条件とはいえ、

借金には変わりはないので、この金額を消化するため、

不用・不急の無駄な公共事業が行われないように、注意

してすすめるべき」 

と意見を述べました。 

この問題で質疑した 

のは井之川議員のみ 

でした。 
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 任期満了に伴う昭和村議

選は３０日に投開票され、

日本共産党の林幸司候補は

２９１票を得て、１１位で

８期目の当選を果たしまし

た。林幸司候補は、給食費

の無料化など子育て負担ゼ

ロの村を目指す公約を掲げ

奮闘しました。 

沼田市議会第７回定例会が、１２月２日から始まりました。４日、５日、

８日は一般質問が行われます。 

 軽自動車税は来年度新規登録車から２５％～５０％増税されますが、

それまでの登録車は増税されません。しかし、グリーン課税と言って１

３年を経過した軽自動車税は２０％増税されます。第１日目の本会議に

その条例改正案が提案されました。 

日本共産党市議団は、前議会に提案された軽自動車（右上につづく） 

井之川博幸市議 

バンザイする林候補と支援者のみなさん 

高橋場町公民館前で町民のみなさんに訴えるたなはし候補 

原田神明宮秋季例大

祭 山門からの幻想

的な参道の風景 


